
令
和
４
年
度
　
都
府
県

年
型
別
検
定
成
績
優
秀
牛

県名を表彰

登録推進に尽力
登
録
委
員

表

彰
首位・（株）荒木牧場
令和４年度　検定成績優秀牛群

（熊本県）

令和４年度

都
府
県
　
支
部
・
団
体
表
彰

拡
大
・
普
及
推
進
に
貢
献

宮
崎
県
な
ど
表
彰

４
年
振
り
開
催

中
央
審
査
研
究
会

令
和
４
年
度

審
査
成
績
優
秀
牛
群

優
秀
牛
最
多
所
有
者
は

改
良
セ
ン
タ
ー

◇
会
員
拡
大
推
進
団
体

◇
自
動
登
録

　
普
及
推
進
団
体

◇
血
統
登
録

　
普
及
推
進
団
体

◇
審
査
普
及
推
進
団
体
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日
本
ホ
ル
協
で
は
、
審
査

頭
数
に
よ
っ
て

～

頭
、


～

頭
、

頭
以
上
の
３

ク
ラ
ス
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

平
均
体
型
偏
差
値
の
上
位


牛
群
計

農
家
を
表
彰
し

た
。
表
彰
に
あ
た
り

頭
以

上
ク
ラ
ス
を
除
き
、
受
検
率


％
以
上
が
表
彰
条
件
と
な

っ
て
い
る
。

　
審
査
頭
数

～

頭
ク
ラ

ス
で
は

戸
が
対
象
と
な

り
、
そ
の
中
で
（
株
）
Ｔ
・

ユ
ニ
オ
ン
デ
ー
リ
イ
（
福
島

県
）
が
審
査
頭
数

頭
（
受

検
率

・
１
％
）
、
平
均
得

点

・
７
点
、
平
均
体
型
偏

差
値
１
６
５
・
１
で
１
位
を

獲
得
し
た
。

　
審
査
頭
数

～

頭
ク
ラ

ス
で
は

戸
が
対
象
と
な

り
、
そ
の
中
で
１
位
だ
っ
た

の
は
石
川
和
博
さ
ん
（
静
岡

県
）
で
、
審
査
頭
数

頭

（
受
検
率

・
３
％
）
、
平

均
得
点

・
６
点
、
平
均
体

型
偏
差
値
１
５
７
・
０
で
あ

っ
た
。

　
審
査
頭
数

頭
以
上
ク
ラ

ス
で
は

戸
が
対
象
と
な

り
、
そ
の
中
で
妹
尾
優
佳
さ

ん
（
岡
山
県
）
が
審
査
頭
数


頭（
受
検
率

・
０
％
）、

平
均
得
点

・
７
点
、
平
均

体
型
偏
差
値
１
６
１
・
８
で

第
１
位
に
輝
い
た
。

　
令
和
４
年
度
の
審
査
成
績

優
秀
牛
群
表
彰
農
家
を
紹
介

し
た
が
、
表
彰
者
個
々
の
改

良
意
欲
の
高
さ
と
、
日
々
の

管
理
技
術
の
向
上
に
取
り
組

む
姿
勢
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る

発
展
に
期
待
し
た
い
。

　
日
本
ホ
ル
協
で
は
、
表
彰

要
領
に
基
づ
き
毎
年
度
検
定

成
績
優
秀
牛
群
を
表
彰
し
て

い
る
。
令
和
４
年
度
の
と
り

ま
と
め
で
は
、
昨
年
度
３
位

だ
っ
た
（
株
）
荒
木
牧
場

（
熊
本
県
）
の
牛
群
が
牛
群

検
定
加
入
頭
数

頭
の
う
ち


件
証
明
か
ら
平
均
乳
脂
肪

量
（
Ｆ
）
偏
差
値
１
８
４
・

７
で
１
位
と
な
っ
た
。

　
２
位
は
佐
野
茂
樹
さ
ん

（
岩
手
県
）が
、
件
証
明
、

Ｆ
偏
差
値
１
８
３
・
５
。
３

位
は
宮
垣
俊
介
さ
ん
（
岐
阜

県
）
が

件
証
明
の
Ｆ
偏
差

値
１
８
１
・
８
、
４
位
は
前

原
和
明
さ
ん
（
宮
崎
県
）
が


件
証
明
の
Ｆ
偏
差
値
１
７

６
・
７
、
５
位
は
（
公
財
）

郡
山
市
観
光
交
流
振
興
公
社

（
福
島
県
）
が

件
証
明
の

Ｆ
偏
差
値
１
６
７
・
６
と
続

い
た
。

　
日
本
ホ
ル
協
は
、
登
録
委

員
に
対
す
る
表
彰
要
領
に
基

づ
き
、
各
県
支
部
・
承
認
団

体
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た

県


名
の
登
録
委
員
の
方
々
を

表
彰
し
た
。

　
登
録
委
員
は
、
酪
農
組
合

な
ど
の
技
術
職
員
で
、
日
本

ホ
ル
協
が
委
嘱
し
、
酪
農
家

に
最
も
身
近
な
立
場
で
登
録

申
込
書
の
作
成
や
改
良
指
導

な
ど
に
日
頃
か
ら
活
動
さ
れ

て
お
り
、
登
録
推
進
に
は
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
常
々

の
ご
尽
力
に
対
し
て
心
か
ら

感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
る
。

　
令
和
４
年
度
の
表
彰
登
録

委
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）
で
、
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。

（
青
森
）
船
橋
侑
斗

（
岩
手
）
鳩
岡
み
ど
り
、
山

下
魁
、
茂
木
豊
秋
、
石
川
久

雄（
宮
城
）
高
橋
清
治
、
伊
藤

絵
美
、
櫻
田
里
実

（
福
島
）
佐
藤
雄
介

（
茨
城
）
野
村
英
貴
、
佐
藤

大
地
、
大
久
保
親
一
、
松
信

勇
輝

（
栃
木
）
渡
辺
芳
信
、
磯
綾

子
、
勝
澤
君
枝

（
群
馬
）
宮
崎
智
裕
、
岡
部

貴
大

（
千
葉
）
小
澤
敬
好
、
増
戸

弘
典
、

木
伸
幸
、
田
中
秀

和

（
神
奈
川
）奈
良
橋
優
梨
香
、

小
林
裕
巳

（
長
野
）
松
沢
幸
児
、
伊
藤

大
器
、
宇
野
沙
与
子

（
岐
阜
）
廣
瀬
太
一
、
原
浩

子（
静
岡
）
関
野
秀
樹
、
吉
岡

武
志
、
近
藤
宏
子

（
兵
庫
）
道
満
文
貴
、
二
星

隆
太

（
鳥
取
）
原
田
裕
史

（
岡
山
）
奥
山
康
恵
、
濵
田

高
美

（
愛
媛
）
畑
野
幹
人
、
山
内

さ
つ
き

（
高
知
）
野
村
莉
子

（
福
岡
）
小
河
武
洋
、
梶
原

隆
幹
、
高
野
敏
宏
、
貞
刈
陽

（
佐
賀
）
木
下
浩
輔

（
熊
本
）
中
村
泰
博
、
今
村

貴
則
、
福
島
功
久
、
松
本
功

司
、
湯
ノ
迫
毅

（
大
分
）
石
井
圭
介

（
宮
崎
）
末
広
隼
一
郎
、
福

嶋
昭
治

（
鹿
児
島
）
日
高
央
元
、
宇

都
良
博
、
米
田
秀
一
、
中
西

慶
裕

（
沖
縄
）
荻
堂
義
光

　
令
和
４
年
度
都
府
県
で
の

検
定
成
績
優
秀
牛
と
し
て
、

下
表
に
延
べ

頭
を
ま
と
め

た
。

　
表
中
で
最
大
の
乳
量
と
な

っ
た
の
は
和
田
泰
さ
ん
（
栃

木
県
）
の
所
有
牛
「
リ
ー
ジ

エ
ン
ト
　
イ
ン
プ
レ
ツ
シ
ヨ

ン

リ
ア
ン
」
、
４
・
５
年

型
３
６
５
日
で
２
万
２
５
１

㌔
、
最
大
乳
脂
量
と
な
っ
た

の
は
石
川
和
博
（
静
岡
県
）

の
所
有
牛
「
オ
ー
ク
フ
イ
ー

ル
ド
　
エ
レ
ガ
ン
ス
　
エ
ン

デ
ユ
ア
ー
」
、
４
・
５
年
型

３
６
５
日
で
８
６
４
㌔
で
あ

っ
た
。

　
昨
年
度
は
日
本
記
録
や
都

府
県
記
録
の
更
新
こ
そ
無
か

っ
た
も
の
の
、
山
下
和
成
さ

ん
（
岐
阜
県
）
所
有
牛
の

「
ペ
イ
シ
エ
ン
ス
　
チ
ユ
ン

キ
ー
　
ス
コ
ー
ダ
　
バ
ー
ス

デ
イ
」
、
２
・
５
年
型
３
６

５
日
が
乳
脂
量
７
９
９
㌔
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
官
公
庁
営

の
牧
場
を
除
け
ば
都
府
県
一

位
の
記
録
で
あ
る
。

　
優
秀
牛
の
所
有
者
に
目
を

向
け
る
と
、
（
独
）
家
畜
改

良
セ
ン
タ
ー
所
有
牛
が

部

門
、
次
い
で
小
針
勤
さ
ん
所

有
牛
が
４
部
門
、
山
下
和
成

さ
ん
所
有
牛
が
２
部
門
で
ト

ッ
プ
と
な
る
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
い
る
。

　
日
本
ホ
ル
協
は
毎
年
、
審

査
業
務
に
従
事
す
る
登
録
協

会
の
支
部
・
承
認
団
体
、
行

政
機
関
の
ほ
か
審
査
技
術
の

向
上
を
目
指
す
指
導
者
・
技

術
者
を
対
象
と
し
て
、
中
央

審
査
研
究
会
を
開
催
す
る

（
全
共
開
催
年
は
実
施
し
な

い
）
。

　
研
修
内
容
は
、
審
査
標
準

研
修
の
後
、
模
範
審
査
に
始

ま
り
８
頭
の
牛
を
使
っ
て
、

班
毎
に
日
本
ホ
ル
協
審
査
委

員
と
研
究
。
そ
の
後
、
研
修

成
果
を
確
認
す
る
た
め
、
４

頭
１
組
２
セ
ッ
ト
、
計
８
頭

の
牛
に
つ
い
て

の
線
形
主

要
形
質
と

の
線
形
調
査
形

質
の
評
価
、
４
大
区
分
の
得

率
、
決
定
得
点
の
答
案
を
提

出
し
、
結
果
を
審
査
委
員
と

と
も
に
研
修
す
る
。
開
催
要

領
は
以
下
の
通
り
。

☆
日
時

９
月

日
（
水
）


時
～

日
（
金
）

時

☆
場
所

北
海
道
江
別
市
文

京
緑
町
　「
酪
農
学
園
大
学
」

☆
会
費

１
万
円

☆
申
込
締
切

８
月

日

（
月
）

　
日
本
ホ
ル
協
で
は
毎
年

度
、
会
員
拡
大
や
血
統
登
録

の
推
進
、
自
動
登
録
の
普
及

や
審
査
の
普
及
推
進
に
貢
献

し
て
い
る
各
都
府
県
支
部
・

承
認
団
体
を
表
彰
し
て
い

る
。

【
優
秀
賞
】
宮
崎
県
経
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会

【
優
良
賞
】
熊
本
県
酪
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、
鹿
児
島

県
酪
農
業
協
同
組
合

【
努
力
賞
】
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
青
森
県
本
部
、

福
島
県
酪
農
業
協
同
組
合
、

（
一
社
）岩
手
県
畜
産
協
会
、

大
山
乳
業
農
業
協
同
組
合
、

愛
知
県
酪
農
農
業
協
同
組
合

①
増
加
指
数
に
よ
る
も
の

【
殊
勲
賞
】
神
奈
川
県
酪
農

業
協
同
組
合
連
合
会

【
敢
闘
賞
】
新
潟
県
酪
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、
愛
媛
県

酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会

【
努
力
賞
】
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
登
録
協
会
京
都
府
支

部
、
（
一
社
）
岐
阜
県
畜
産

協
会
、
山
梨
県
家
畜
改
良
協

会
、
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同

組
合
、
（
公
社
）
山
形
県
畜

産
協
会

②
普
及
指
数
に
よ
る
も
の

【
殊
勲
賞
】
大
山
乳
業
農
業

協
同
組
合

【
敢
闘
賞
】
大
阪
畜
産
農
業

協
同
組
合
、
鹿
児
島
県
酪
農

業
協
同
組
合

【
努
力
賞
】
お
か
や
ま
酪
農

業
協
同
組
合
、
愛
知
県
酪
農

農
業
協
同
組
合
、
（
公
社
）

山
口
県
畜
産
振
興
協
会
、
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会

秋
田
県
支
部
、
（
一
社
）
福

井
県
畜
産
協
会

【
殊
勲
賞
】
お
か
や
ま
酪
農

業
協
同
組
合

【
敢
闘
賞
】
（
公
社
）
群
馬

県
畜
産
協
会
、
新
潟
県
酪
農

業
協
同
組
合
連
合
会

【
努
力
賞
】
該
当
な
し

①
増
減
率
に
よ
る
も
の

【
優
秀
賞
】
熊
本
県
酪
農
業

協
同
組
合
連
合
会

【
優
良
賞
】
酪
農
と
ち
ぎ
農

業
協
同
組
合
、
鹿
児
島
県
酪

農
業
協
同
組
合

【
努
力
賞
】
山
梨
県
家
畜
改

良
協
会
、
福
島
県
酪
農
業
協

同
組
合
、
お
か
や
ま
酪
農
業

協
同
組
合
、
宮
城
県
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
協
会
、
愛
媛
県
酪
農

業
協
同
組
合
連
合
会

②
審
査
頭
数
に
よ
る
も
の

【
優
秀
賞
】
（
一
社
）
岩
手

県
畜
産
協
会

【
優
良
賞
】
（
公
社
）
群
馬

県
畜
産
協
会
、
熊
本
県
酪
農

業
協
同
組
合
連
合
会

【
努
力
賞
】
酪
農
と
ち
ぎ
農

業
協
同
組
合
、
千
葉
県
酪
農

農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
愛

知
県
酪
農
農
業
協
同
組
合
、

宮
崎
県
経
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
、
鹿
児
島
県
酪
農
業

協
同
組
合
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